
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

中3 社会公民 民主政治と政治参加「裁判と人権」 オクリンクプラス

裁判の種類を理解し、裁判で守られている人権について考える

準備：

・共有コードを使用してカード（カード①～③）を取得する。
・班の数分のみんなのボードを用意する。
・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。
授業の流れ：

1. 裁判には、民事裁判と刑事裁判があることや、それぞれの裁判の仕組みを全体で確認する。
2. カード①を開き、「刑事裁判までの流れ」から「事件の発生」「捜査」「起訴」「裁判」について「何をす

るのか」を読み、「誰が」のところに人の名称が書かれた白いパーツを移動する。「捜査」「起訴」「裁判」
で守られる「被疑者・被告人の権利」について入力する（試行錯誤して考えやすくするための「被疑
者・被告人の権利」を入力し動かすためのパーツを用意しています＊次ページ参照）

3. 各自、カード①を班のみんなのボードに送り、班で意見共有する。
4. いくつかの班の代表が全体で発表する。
5. カード②を各自開き、「裁判官」「検察官」「弁護士」の裁判での役割を入力し、該当する裁判の種

類に〇のパーツで囲む。全体で、それぞれの役割と該当する裁判の種類を確認する。
6. 各自、カード①の被疑者や被告人の権利を見直し、「被疑者・被告人の権利」として考えたことがな

かった場合を想像する。カード③に、被疑者や被告人の一番大事だと思う権利と、その理由を入力
する。今後、事件や裁判のニュースを見るときに、どんな点に注目して見てみたいかを入力する。カード
①～③をつなげて提出BOXに送信する。

• 刑事裁判までの流れで、それぞれの役割や被疑者・被告人の権利の理解を深めます。
• 被疑者・被告人の権利を思考錯誤して考え、人権が守られることの大切さについてより深く
理解します。 pb01KZ8741VC7PQHPQPWY78D02XH
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活動イメージ

１．刑事裁判までの流れと権利（カード①） ２．裁判の種類と、裁判に関わる人の役割（カード②）

３．一番大事だと思う権利を考える(カード③)
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